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◇利益を高める！スワップ運用法について説明を
進めてまいります。 

 

 

• この手法を行うにあたり、複数枚のポジションを取れる
位の資金でスワップ投資運用をされる方は、デイトレ・ス
イングトレードとのハイブリッド・スワップ投資運用を推奨
します。 
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•水曜日：NYオープン時間の1時間5分前下値20％～30
％の場合ポジションを取り、そこから当該時間限定（24
時まで）で3pips～5pips間隔で（レバレッジ3倍までを上
限に）ナンピンする。→NYオプションカット～ロンドンFIX
にかけた24時10分～25時（サマータイムは23時10分～
24時）にこれらのポジションを決済します。 

 

•水曜日に積極的にトレードする理由として、クロス円の
高金利通貨は大方が日本人の円売りロング投資家で、
約8割近い証券会社さんの水曜日から木曜日のロール
オーバーに土日分をプラスした3日分のスワップ金利が
付くため、水曜日は他の曜日に比べて買いのアノマリー
が強くなるのを利用したトレード手法であります。 

 



4 

利益を高める！スワップ運用法 

 

• あくまで水曜日と木曜日のロールオーバーでの3日分スワッ
プを取りに行くのが主眼でなく、水曜日が他の曜日に比べて
買いのアノマリーが強くなるのを利用しました、差益を取りに
行く手法と、差益で取れなかった場合のヘッジとして、3日分
（以上）のスワップ金利を取りに行く手法であります。 

 

• 中長期（3カ月以上～ 数年程度）スワップトレードのみのトレー
ドで陥りやすい事象として、あまりに長くポジションを保有す
るため、その間マーケットへの関心が薄れたり、相場への意
識が薄れたり陥りがちです。しかしながら、この週1デイトレ・
スイングトレードと中長期（3カ月以上～ 数年程度） FXスワップ
運用法をハイブリッドで行うことにより、中長期のみのそれと
比較して、マーケットへの関心・意識が薄れることなく、相場
観も養われます。 
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•上記ハイブリッドトレードの場合、毎週水曜日にポジショ
ンを仕込んで、決済できなかった含み損のポジションの
建玉を中長期（3カ月以上～ 数年程度）ポジションとして
保有します。 

 

• よって、ポジションを形成する時は、毎週水曜日にデイト
レ・スイングトレードを行い、含み損のポジションがレバ
レッジ3倍程度（証拠金維持率800％～900％）まで溜ま
ったら、一旦デイトレ・スイングを休止し、中長期（3カ月
以上～ 数年程度）ポジションが各建玉の建値と同値で
決済されて、ポジションが軽くなったら、再度水曜日にデ
イトレ・スイングトレードを再開する。 
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